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第 5 次ルクソール西岸

アル＝コーカ地区調査概報

調査報告

Abstract
The team from the Institute of Egyptology at Waseda University initiated clearance, conservation and 

documentation at the tomb of Userhat (TT 47), Overseer of King’s Private Apartment under Amenhotep III, 
and its vicinity at al-Khokha area in 2007. Although this tomb is one of the most important private tombs from 
the reign of Amenhotep III, and it was previously excavated and reported. However, comprehensive scientific 
research has not yet been conducted, since its location had become unknown after the report of the tomb by 
Howard Carter in 1903.

The tomb of Userhat (TT47) and its vicinity were covered by the huge amount of rubbles and debris from 
the destructed modern houses in the concession area. After the clearances in the previous seasons, we discovered 
the entrance doorjambs on both sides Each doorjamb has 5 columns of the vertical incised hieroglyphic 
inscriptions and at the bottom of the vertical inscriptions followed by the seated figure of the tomb owner, 
Userhat, with short inscriptions of his epithets and titles. Also, we located the subterranean structure of the tomb 
through the clearance of the debris in a hole where the ceiling of the chamber was collapsed in the past.

In this season, we continued the clearance of the tomb of Userhat (TT47) and its vicinity in order to obtain 
the more information related to the tomb. Also we conducted  conservation works at the TT174 and TT264 
respectively in our concession area, study and conservation of the objects as a continuation from the previous 
seasons. 

After removing the debris in a hole apart from those we cleared in the last season, a decorated wall appeared 
on the south side of the western rear wall of the transverse hall. The motif appears to be Amenhotep III and Queen 
Tiye seated under a canopy. We confirmed that the figure of the Queen Tiye reported by Howard Carter in 1903 
with the photograph, and now displayed at the Museum of Ancient Art in Brussels, originated from this wall. 

We also conducted architectural survey at the transverse hall and the inner chamber of the tomb and 
conservation works at the TT174 and TT264 in the vicinity.
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1．はじめに

　早稲田大学古代エジプト調査隊は、1970 年代にエジプト・アラブ共和国、ルクソール西岸のマルカタ南

遺跡で発掘調査を開始し、1974 年 1 月にコム・アル＝サマク（魚の丘）において、新王国第 18 王朝アメン

ヘテプ 3 世時代の彩色階段をともなう建物址を発見した 1)。この発見を受けて、新王国第 18 王朝アメンヘ

テプ 3 世時代をその後の主な研究対象とし、アメンヘテプ 3 世の王宮があったマルカタ王宮址、アメンヘテ

プ 3 世時代のルクソール西岸岩窟墓や王家の谷・西谷のアメンヘテプ 3 世王墓の調査など、当該時代の研究

を進めてきた 2)。

　こうした研究の一環として、早稲田大学エジプト学研究所は 2007 年度から新たにルクソール西岸、アル

= コーカ地区に位置するアメンヘテプ 3 世時代の岩窟墓、第 47 号墓を対象に調査を開始した（図 1, 2）。調

査の対象とした第 47号墓は、アメンヘテプ 3世のハーレムの長官などを務めたウセルハトという人物の墓で、

アメンヘテプ 3 世時代の最も重要な墓のひとつである。第 47 号墓は同王治世後半に特有のレリーフ装飾と

列柱を備えた大型の岩窟墓であり、この墓の構造、装飾、被葬者の称号、家族関係などを明らかにするとと

もに、これらの資料をもとに研究を実施し、大型岩窟墓の特質と発展を解明することを調査の目的とした 3)。

図 1　ルクソール西岸地図（Engelbach 1924: pl.II を一部改変、スケール 1:20,000）
Fig.1  Map of Theban Necropolis
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図 2　アル＝コーカ地区地図（“Map of the Theban Necropolis” of Survey of Egypt from 1922 to 1924 を一部改変、スケール 1:2,000）
Fig.2  Map of al-Khokha area

　これまで第 47 号墓は H.A. ラインド（Rhind）や H. カーター（Carter）などの報告により 19 世紀からそ

の存在が広く知られていたものの 4)、総合的な調査は行われておらず、墓は厚い堆積に覆われ、正確な位置

すら不明となっていた。

　早稲田大学エジプト学研究所による第 4 次までの調査により、これまでカーターなどによって報告されて

いなかった第 47 号墓の入口と入口両脇の脇柱を新たに発見し、入口の詳細を明らかにすることができた。

脇柱には、南北それぞれ垂直方向に 5 行の碑文が刻まれており、下部には被葬者であるウセルハトが座った

姿で描かれている。また、脇柱の碑文から、これまで知られていたウセルハトの称号「王のハーレムの長官」

に加え、「（王宮の）印綬官の監督官」という別の称号が明らかになった。更に、第 192 号墓（ケルエフ墓）

などのように、ウセルハトの名前や顔などが意図的に削られた痕跡も確認された。また、前室天井崩落箇所

の発掘も行い、内部の状況を確認したところ、前室には柱や柱を繋ぐ「梁」が見られ、前室から奥室に至る

通路の存在も確認された 5)。

　第 4 次調査までの結果を受け、2011 年度の第 5 次調査では、今後の発掘、保存修復に向けて、第 47 号墓

前室および奥室内部の状況を確認することを調査目的に掲げた。また、並行して、第 47 号墓周辺の発掘調

査や第 47 号墓の北側に位置する第 174 号墓、第 264 号墓の保存修復作業などを実施した（図 3）。

　本稿では、こうした経緯と調査目的のもと、ルクソール西岸アル＝コーカ地区の第 47 号墓および周辺に
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図 3　第 47 号墓およびその周辺地図（第 5 次調査終了時）

Fig.3  Map of TT47 and its vicinity

前庭部

第264号墓

第174号墓

第47号墓

第-330-号墓

第-62-号墓

入口
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おいて 2011 年度に実施した第 5 次調査について報告を行う 6)。

2．第 47 号墓の調査

（1）第 47 号墓の発掘調査

　今期は、前室南西側の天井崩落部を中心に発掘調査を行った（図 3, 写真 1）。

　発掘調査の結果、前室西壁の南側にレリーフ装飾と碑文を発見した（図 4, 写真 2）。これらはキオスクの

下に座るアメンヘテプ 3 世と王妃ティイを表現したものであり、またレリーフの一部はすでに持ち去られて

いた。現在、ブリュッセル王立美術・歴史博物館に収蔵される王妃ティイのレリーフはここから持ち出した

ものと考えられ（van de Walle et al. 1980: 18-20, Figs.3, 4）、また 1903 年のエジプト考古局の年報の中でカー

ターが公表した写真もこの場所を撮影したものと考えられる（Cater 1903: Fig.1）。また、前室および奥室内

部の状況も確認することができ、第 47 号墓の平面プランに関する情報を得ることができた（図 4）。

　その他、第 2 次調査以降進めてきた前庭部南側斜面の堆積土掘り下げに関しても継続して実施した。

（2）前室西壁に記された碑文 7)

　浅浮き彫りのレリーフで表現されたアメンヘテプ 3 世、王妃ティイの前方には縦 7 行で以下のような浮き

彫りの碑文が残されていた。

 1) xrp mnw r dit m-bAH r mAAw n nTr nfr

 2) s[mnx kAwt] mi wDdt mr n Hm.f m irt ist Htp ib n [nb tAwy m irt] 

 3) mnw sXkr pr.f m Dam qHnw nb m HD [nn Dr.s]

 4) wsx wDw nw Hm.f iw aSA r [smn.sn]

図 4　第 47 号墓推定復元平面図

Fig.4  The map of TT47

前庭部入口前室

奥室

←前室西壁南側
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写真 1　第 47 号墓およびその周辺、今期調査終了時（北東より南西に臨む、第 47 号墓入口前の日乾煉瓦壁は保護用）

Photo 1  TT47 and its vicinity after the fifth season, looking from north-east

写真 2　第 47 号墓前室西壁南側のレリーフ

Photo 2  Relief decoration on the south side of the western rear wall of the transverse hall
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写真 3　第 47 号墓前室内部状況

Photo 3  The transverse hall of TT47

写真 4　第 47 号墓奥室南側彫像

Photo 4  A couple of statue in the south wall of the inner chamber
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 5) m sS in rpa HAty-a mH ib mnx n ity

 6) mt n nsw aq n bity mrr nb tAwy Hr bi.f 

 7) imy-r ipt nswt Wsr-HAt mAr-xrw Hsw mrw m-bAH Hm.f m Hnt n mAw mnw

　「良き神の照覧する御前で下賜される記念の品と、陛下がお望みになられた命通りの装飾の品を披露する

こと。なぜならば、陛下の御心は、記念の品の製作、エレクトラムの彼の宮殿の装飾、そして際限ない銀製

の全ての種類の容器、陛下の首飾りとサンダルで満たされるからである。それらは、世襲貴族、君候、卓越

して陛下の信頼厚き者、王に対して忠実なる者、王にとって有益なる者、その良き行いによって王が満足す

る者、王の後宮の長官、ウセルハト、声正しき者、記念の品の監督にあたり、陛下の御前で称えられ、寵愛

されし者、が書物に記録しきれない程、膨大な量に及んだ。」

（3）第 47 号墓の前室に関して

　前室内部における調査の結果、前室南側半分の様相が明らかとなった（図 4）。東西幅は約 8.3m、中心軸

からみた南北幅は約 10m であり、約 105cm 幅を持つ正方形の柱が 4 本確認された（写真 3）。全体の規模を

考えると、カーターの報告にあるように、2 列、計 6 本の柱が前室の南北にそれぞれ存在したと推測される。

これまで確認した限りでは、壁や柱の表面には入念な整形が施されているが、前室南西隅のみ不完全な整形

であり、掘削途中と判断される。

（4）第 47 号墓の奥室に関して

　カーターが規模 10m×7m として報告した奥室は、今回の調査により、東西に約 10m、南北に約 6m の規模

を有するものと確認された（図 4）。また、同報告には、第 47 号墓の奥室にロータス柱 2 本が存在するとの

記載がみられるが、今回の調査で確認されたのはパピルス柱であった。天井の崩落に由来する砂礫のために、

柱の本数を明らかにすることは出来ていない。また、南側の壁に設けられた壁龕には、ウセルハトとその妻

のものと考えられる彫像が見られた（写真 4）。堆積した砂礫のために詳細は確認できないが、北側にも同

様の壁龕が存在している。

3．出土遺物

　以下では、今回の調査において、第 47 号墓およびその周辺で取り上げた遺物のうち、主要なものについ

て記述を行う。

①葬送コーン

　第 47 号墓周辺からは、第 47 号墓の被葬者であるウセルハト（Wsr-HAt）の葬送コーンが 3 点出土した

（図 5.1-3; cf. Davies and Macadam 1957: no.406）。3 点とも表面には赤色スリップが施されており、形状に

は四角錐と円錐の 2 種類が存在する。ウセルハトのコーンは、第 4 次調査までに 8 点が出土しており（近

藤他 2011, 55; 2012, 11, 図 4.8-9）、多少のばらつきはあるものの、出土地点は概ね第 47 号墓の前庭部周辺

に集中している。類例としては、ラインドやカーターの報告に掲載されたコーン（Rhind 1862: 137; Carter 

1903: 178）、第 23 号墓、第 253 号墓などで発見されているコーンを挙げることができる（Collins 1976: 36; 

Strudwick 1996: 154-155）。

　また、周囲の岩窟墓に由来すると考えられる葬送コーンも出土している。ヘミィ（@my）の葬送コーン（図
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図 5　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（1）
Fig.5  Major finds from TT47 and its vicinity (1)
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5.4-6; cf. Vivó and Costa 1998: 68, A.08）、メヌウナクト（Mnw-nxt）の葬送コーン（図 5.7; cf. Davies and 

Macadam 1957: no.2）、…アメン（…Imn）の葬送コーン（図 5.8）が出土している。また、ウルシュウラー

（Wr-Sw-Ra）とヘヌウト（@nwt）の両名の名前が記されたコーンが出土している（図 5.9）。ヘヌウトがウル

シュウラーの妻として言及されていることから、2 人が夫婦関係にあったことが分かる。これまでウルシュ

ラー（cf. Davies and Macadam 1957: no.308）、ヘヌウト（cf. Davies and Macadam 1957: no.340）それぞれ単

名での葬送コーンの出土が知られているが、両名が一緒に記されたコーンの出土は初めてである。

②シャブティ

　第 3 中間期から末期王朝時代のものと考えられるファイアンス製および素焼き製のシャブティが出土し

た。中でも特徴的なものは、素焼きのシャブティで、黒インクによって、頭に髪紐、両手に鍬、背中に長方

形のかごが表現されている（図 6.1）。この髪紐はセシェド帯と呼ばれるもので、第 3 中間期に特徴的な装飾

である（Kristensen 1949: 65）。また、右手に鍬、左手に縄を持った姿で表現される素焼きのシャブティも出

土している（図 6.2）。開放式の型で生産されたようで、側面には分厚いバリが見られる。表面には緑青色の

顔料が残っている。中央銘文帯には黒インクで“Asir &A-mit …”と記されており、シャブティの所有者がタ

ミトという人物であったことが分かる。形態的特徴からみて、このシャブティは第 3 中間期のものである可

能性が高い。

③棺片

　木棺の顎髭や左手などが出土したほか、重ねた布の上にプラスターを施したカルトナージュの断片が出土

した。これらカルトナージュは、カルトナージュ製棺の一部であると考えられ、雄牛の一部を描いたものな

どが出土している（図 6.3）。雄牛は、聖牛アピスを象徴するものであった可能性があり、第 22 王朝のテー

ベでは、棺の足裏に同様の装飾が施されたことが知られている（Taylor 1989: 49-50）。

4．保存修復作業 8)

（1）第 174 号墓

　第 174 号墓前室東側の北壁には、部分的な破壊の形跡がみられるものの、比較的良好な状態のレリーフ装

飾が残存している。第 5 次調査では、装飾上段にみられる欠損箇所のモルタル除去、および、モルタル被覆

部分のレリーフをクリーニングした。これらのモルタルは、この墓に住んでいた近現代の住民が充填したも

のである。

（2）第 264 号墓

　第 264 号墓内では、近年、この墓に住んでいた住民によって設置された泥壁や泥製の家具の除去作業を行っ

た。この作業により、前室にある一対の被葬者像が容易に観察できるようになった。泥やコウモリの糞、蝋

燭のロウによる汚れがある東側の像については、エタノール、アンモニア、水の溶剤でクリーニングを実施

した。

5．まとめ

　2011 年度の第 5 次調査では、今後の発掘、保存修復に向け、第 47 号墓内部の状況確認を目的として発掘

調査を実施した。調査の結果、前室西壁の南側では、浅浮き彫りのレリーフ装飾と碑文を発見した。現在、
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図 6　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（2）
Fig.6  Major finds from TT47 and its vicinity (2)
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ブリュッセル王立美術・歴史博物館に収蔵される王妃ティイのレリーフはここから持ち出されたものと考え

られ、また 1903 年の考古局の年報の中でカーターが公表した写真もここで撮影したものと考えられる。また、

内部調査の結果、第 47 号墓の平面プランに関する情報を得ることができた。その他、これまでの調査同様に、

第 47 号墓周辺の発掘調査、第 47 号墓の北側に位置する第 174 号墓、第 264 号墓の保存修復作業なども継続

して実施した。

　以上、第 5 次調査の成果について述べた。来期以降も発掘調査および出土遺構、遺物の研究を継続し、第

47 号墓およびその周辺の墓について更に詳しく明らかにしていきたいと考えている。
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